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温度応答性培養皿により作製した培養細胞シート（以下、細胞シート）は、積層すること

でより高次の機能・構造を持った移植片となる可能性があり、我々は細胞移植の治療効果

を向上させる方法の一つとして細胞シートの積層化（三次元化）技術を開発している。 

 

我々が着目した細胞シート積層化手順は、厚さ数ミリの細胞接着性の高いハイドロゲル支

持体が細胞シートとの接触面に取り付けられたスタンプ型治具を用いて行う。具体的には、

温度応答性培養皿上に作製された細胞シートに支持体を押し当て、20℃で 20～40 分保持す

ることで、培養皿から支持体へ細胞シートを写し取る。２層目以降の積層は、細胞シート

間の接着性を利用することでほぼ同様のプロセスで行うことができる。我々はこのプロセ

スをほぼ完全に自動化し、市販のバイオセーフティキャビネット内で操作を行えるまでに

小型化した装置を開発した。 

 

積層化した細胞シートは支持体と一体の状態で回収されるが、転写先に再接着させた細胞

シートから支持体のみを溶解除去し、積層した細胞シートのみを転写することができる。

特にゼラチンゲルを支持体として用いると、37℃に加温するのみで支持体を融解／除去で

きるので、将来的にはスキャフォールド上や細胞移植の対象部位に直接転写することも可

能であると考える。 
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